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「
久
米
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
８
月
19
日
、地
域
別
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
久
米
小
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

活
性
化
や
子
ど
も
の
安
全・安
心
な
ど
に
つ

い
て
の
意
見
や
要
望
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　
野
志
市
長
は
、通
学

路
の
危
険
箇
所
へ
の
対

策
な
ど
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、「
市
民
の
皆
さ

ん
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
、市
は
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

 

意
見・要
望

●
市
の
職
員
が
も
っ
と

地
域
活
動
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い

　
次
の
全
て
を
満
た
す
人
▼
市

内
に
住
宅
を
所
有
す
る
人
で
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
居
住
予
定

▼
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
▼

暴
力
団
員
で
な
い
▼
本
補
助
金

や
「
住
ま
い
る
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
（
松
山
市
）」、「
住
宅
ス

ト
ッ
ク
循
環
支
援
事
業
の
補
助

金
（
国
土
交
通
省
）」
な
ど
を

受
け
て
い
な
い

　
市
内
に
あ
る
、
建
築
基
準
法

な
ど
の
法
令
に
違
反
し
て
い
な

い
登
記
済
み
の
住
宅
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
▼
申
請
者
本
人

が
所
有
し
、
居
住
ま
た
は
実
績

報
告
ま
で
に
居
住
予
定
の
住
宅

（
借
家
は
対
象
外
）
▼
分
譲
型

集
合
住
宅
の
居
住
専
用
部
分
▼

延
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が

居
住
部
分
で
あ
る
店
舗
（
事
務

所
）
併
用
住
宅
の
居
住
専
用
部

分
（
店
舗
部
分
の
工
事
は
対
象

外
。
外
壁
・
屋
根
な
ど
の
全
体

補
修
は
対
象
に
含
む
）

　
年
度
末
ま
で
に
実
績
報
告
が

で
き
る
次
の
工
事

【
長
寿
命
・
省
エ
ネ
タ
イ
プ
】

建
物
の
劣
化
を
防
ぐ
目
的
の
外

壁
や
屋
根
な
ど
の
工
事
ま
た
は

省
エ
ネ
基
準
（
平
成
25
年
度
）

相
当
を
満
た
す
改
修
工
事
で
、

工
事
費
が
50
万
円
以
上

【
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
イ
プ
】
市

が
規
定
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
工

事
で
、
工
事
費
が
50
万
円
以
上

【
安
全
・
安
心
タ
イ
プ
】「
松
山

市
木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
補
助

事
業
」
に
該
当
す
る
工
事
に
併

せ
て
行
う
工
事
で
、
工
事
費
が

50
万
円
以
上

【
子
育
て
応
援
タ
イ
プ
】
同
居

者
に
18
歳
未
満
ま
た
は
妊
婦
が

い
る
世
帯
が
行
う
工
事
で
、
工

事
費
が
50
万
円
以
上

【
基
本
】対
象
工
事
費（
税
抜
き
）

の
10
㌫
（
上
限
額
30
万
円
。
千

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

【
加
算
】
①
平
成
28
年
４
月
１

日
以
降
、
市
外
か
ら
移
住
し
て

き
た
人
が
対
象
工
事
を
行
っ
た

場
合
、30
万
円
②
中
古
住
宅（
平

成
29
年
１
月
１
日
以
降
）
を
購

入
し
た
人
が
対
象
工
事
を
行
っ

た
場
合
、
10
万
円
③
新
た
に
３

世
代
が
同
居
ま
た
は
近
居
す
る

人
、
ま
た
は
同
居
者
に
18
歳
未

満
が
３
人
以
上
い
る
人
が
対
象

工
事
を
行
っ
た
場
合
、
30
万
円

※
補
助
金
額
が
工
事
費
の
２
分

の
１
を
超
え
る
と
き
は
、
工
事

費
の
２
分
の
１
が
上
限

　
第
２
期
（
募
集
枠
５
０
０
０
万

円
分
）
＝
10
月
２
日
㈪
～
平
成
30

年
１
月
31
日
㈬
８
時
30
分
～
17

時
。
直
接
、申
請
書（
住
宅
課〈
市

役
所
本
館
７
階
〉、
支
所
、
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
）
を
住
宅
課
へ

※
補
助
金
交
付
申
請
金
額
が
、

募
集
枠
に
達
し
た
場
合
は
、
そ

の
時
点
で
募
集
を
終
了

住
宅
課
☎
948
６
３
４
９
・

934
１
８
０
７

　耐震診断は「補助制度」または「派遣制度」のどちらかを選択で
きます。耐震改修は改修費用のうち、最大114万円を補助します。

木造住宅の耐震診断・耐震改修事業

【受付期間など】

【耐震改修事業】

【耐震診断事業】

①昭和56年5月31日以前に着工された1戸建て（枠組壁工法〈2×
4工法など〉、丸太組構法、大臣などの特別な認定を得た工法のも
のは対象外）
②階数が2階以下で、延べ床面積が500平方㍍以下
③次の用途の住宅▶専用住宅（共同住宅および長屋住宅は対象外）
▶併用住宅（延べ床面積の過半の部分が、住宅の用途に供されてい
るもの）

　平成30年1月31日㈬までに建築指導課（市役所本館9階）へ（先
着順。予算がなくなり次第終了）
※補助対象の有無など詳細は市ホームページを確認

　改修費用のうち、最大114万円補助

　補助制度＝診断費用のうち、最大4万円補助
　派遣制度＝3,000円または、9,720円の自己負担

【対象となる木造住宅】

市教育研修センターの会議室などが利用できます
　市教育研修センター（文京町）の会議室
などを、教育文化活動を行う一般の団体（登
録した３人以上の団体）に貸し出します。
 日時 開館時間＝月～金曜日9～21時、
第2・4土曜日9～17時▶休館日＝土曜日
（第2・4土曜日除く）、日曜日、祝日、12月28日
～平成30年1月4日

Ａ．基本工事（４つのタイプ）

Ｂ．加算工事（住環境向上）

対象工事費（Ａ＋Ｂ）の10％補助
（上限30万円）

移住者利用加算（30万円）

リノベーション加算（10万円）

三世代同居・近居、多子世帯加算（30万円）

長寿命・
省エネ
タイプ

バリア
フリー
タイプ

安全・
安心
タイプ

子育て
応援
タイプ

大100万円の補助最大100万円の補助最大100万円の補助 対
象
者

対
象
工
事

補
助
金
額
（
上
図
参
照
）

申
し
込
み

対
象
住
宅

　住み続けたいまちまつやまの創生を目指して、移住、定住および子育てしやす
い住まいづくりを支援するため、既存住宅のリフォーム工事を行う人に補助をす
る「わが家のリフォーム応援事業」を行っています。

10月2日㈪から
第2期募集開始 わが家のリフォーム応援事業

建築指導課 948-6512・ 934-0640

市民課 948-6569・ 934-1801

	
	

	

	

	

	
（教）教育研修センター事務所 989-5144・ 922-2477

※詳細は、市ホームページを確認

利用区分
（標準利用人数）

午 前
9:00〜12:00

午 後
13:00〜17:00

夜 間
18:00〜21:00

全 日
9:00〜21:00

大講義室（132人） 9,900円 1万3,200円 1万2,000円 3万3,900円
中研修室  （90人） 5,400円 7,200円 6,600円 1万8,600円
会議室     （28人） 2,700円 3,600円 3,300円 9,300円
小研修室  （36人） 2,700円 3,600円 3,300円 9,300円

「
久
米
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

市
長
と
話
そ
う
！

久米地区

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

と
思
う

●
危
険
な
通
学
路
に
つ
い
て
対
策

を
し
て
ほ
し
い

 

感
　
想

●
久
米
地
区
を
良
く
す
る
た
め
に

良
い
意
見
が
出
さ
れ
た
。説
明
も
丁

寧
で
わ
か
り
や
す
か
っ
た

●
市
が
聞
き
っ
ぱ
な
し
で
は
な
い
こ

と
が
よ
く
わ
か
っ
た

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課
☎
948
６

３
３
３・
934
２
３
３
６

丁
寧
に
答
え
て
も
ら
え
た

　
参
加
者

か
ら
の
地

域
の
課
題

な
ど
の
質

問
に
対
し
、市
長
や
担
当
者
に
丁

寧
に
答
え
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た

で
す
。

河本 直人さん
来住町

マイナンバーカードの申請用写真の無料撮影サービス（市民課のみ）
および市民課・支所などでの申請受け付けを開始します

　マイナンバーカードの申請について、これまでの
国の発行機関へ郵送などで直接申請する方法に加
え、10月2日㈪からは市民課窓口で申請に必要な顔
写真の無料撮影サービスおよび申請受け付けを開
始します。
　また、顔写真（縦4.5㌢×横3.5㌢）を用意すれば支
所（出口出張所を含む）でも申請受け付けができま
すのでご利用ください。なお、申請の際に本人が来庁し、本人確認に
必要な書類、通知カード、住民基本台帳カード（お持ちの場合のみ）な
どをお持ちいただければ、その場で本人確認を行い、約1カ月後にマ
イナンバーカードを住民票に登録されている住所地へ本人限定受取
郵便で、直接郵送します。
※手続きに必要な書類や写真の撮り方などの詳細は事前にお問い合
わせください
 日時 10月2日㈪～（受け付けは開庁日の8時30分～16時30分。毎
週木曜日は18時30分まで）
※写真の無料撮影サービス（市民課のみ）は10月2日㈪～11月30
日㈭の2カ月間限定
 会場  市民課（市役所本館1階）・支所（出口出張所を含む。顔写真
の用意が必要）

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

地域の課題について意見交換

平成30年
1月31日（水）
まで


